












指さし呼称
（指差喚呼など）
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まとめ 

 

日常業務は確認行為にあふれています。いわば、確認行為の連続と言えるでしょう。 

・確認は照合とは違う。 

・ダブルチェックは、確認の手段である。 

・リスクを先取りした業務改善に取り組む。 

・個人の確認精度を上げるため、指さし呼称をする。 

この機会に、自施設・自部署で行われている確認方法や業務手順を見直してみてはいかが

でしょうか。そして、そもそも私たちが業務の中で行う確認は、何のために行って 

いるのか、確認の本来の目的をしっかりとスタッフに意識付けていきましょう。 

「確認行為」が目的を果たせるよう、行為者の意識改革につなげていけるよう 

取り組んでいきましょう。 




